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『西南アジア研究s投稿規定

（※本号より文献表の書式を変更いたしました。執筆される方は十分御注意下さい。）

1　投稿先　酋南アジア研究会　〒606－Ol　京都市左京区吉灘本町　京都大学文学部内

fl　原　　稿

1　B5版200字詰原稿用紙に横書きのこと。（原稿の全内容を入力したMS－1）OSテキストファ

　　イルを添付することが望ましい。）

2論文は注を含め80枚ていど、研究ノーート・研究動向は20枚～60枚とする。

3論文等すべて1号限りで完結するものとし、連載はしない。

4　採否は編集委員会が決定し、手直しを求めることもある。

5原稿は返却しない。ただし図については、投榔寺に申し入れがあれば返却する。

6　珊棚は30部を進量する。ただし珊珊はおこなわない。

7投稿老は本誌の体裁にしたがい、以下の書き方に統一一すること。

　a．第1頁に表題・氏名、第2頁にその英訳、第3頁以下を本文とし、注・文献表を含めて

　　逓し頁をうつ。

　b．章はローマ数字、アラビア数字で示す。ただし激箪の表題の有無は自由である。

　c．注は別紙おこしとし、本文の後ろにつける。注の書き方は次のとおりとする。

　　　　1）　この場合，帝王の叙任は……

　　　　　どちらともいえない。

　d．頁のみの引用はしない。参考文献の場合はIFussman　1978：94－98】，資料の場合はiHS：

　　251として本文中に入れる。なお94－98，25などは引用頁である。

　e．dによって生じる文献表をつくり、別紙おこしで注のうしろにつける。筆者姓ABC順

　　とし、欧文、和文、中文を混綿する。申文は耕音による。書式は、下のWのとおり。

　f，雑誌などの略暑は本誌の表紙うらの方式にしたがうこと。単行本・雑誌は、欧文ではイ

　　タリック指示、和・中野ではClsに入れ、論文表題は括弧をつけず、裸のままにする。

　　巻数はアラビア数字とし、号数は（）に入れて、3（1＞、4（3－4）［3，4号合併号

　　の場合］などとする。Vol．，　Partなどの表示はしない。なおロシア文字はイタリックを用

　　いない。

　8　以上により、文字原稿は、表題・氏焦、英文表題・氏名、本文・注、文献表より戒る。

鍵　閣の原稿

　1本誌ではアート紙・折り込み図表は使わない。

　2　したがって版面玉2×18cmを考慮すること。

　3　瀦はそれぞれ別紙に作成し、逓し番号をつけ、各図の天地を明確にすること。

　4　たとえば図3などが複数の写真などで構成されるときは、版灘に入るよう考慮のうえ、出

　　裁上り図を作成すること。個々の図は、図1からの通し番号とする。

　5　関の説明文（キャプシNン）は図に記入せず、B5版200字詰原稿絹紙に書き、他の文字

　　原稿の末尾につけておくこと。

　6　本文原稿に図の挿入箇所を明示すること。原稿頁の右下に「図2挿入」などと朱書し、出

　　来上りの顔積（多5×雪8cm），頁における位置（上下左右など）を指示すること。

　7　そのままで版下になる図をつくること。図中に文字を貼りこむ場合は、別途に経費を串し

　　うけることがある◎
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IV　文献表の書き方

参考文献

IB：

DAI：　　（引用の一次史料の略号、および表紙裏記載以外の雑誌などの略号はここに一十のう

GAR：　え、アルファベット順に配列してください）

Tr．　ld．：

Ackemann，　H．　Ch．（1975）Narrative　Stone　1～召κ碗加η多Gandhara加the　Victor・iαand　A　lbert　Musettin

　　　∫π乙Oitdon：Catαlogueαπ4　A　tte，nψt　atαStylistic　His　to　rN．　Ro恥e．

Allchin，　F．　R．（1968）Archaeology狐d　the　Date　of　Kanishka：The　Taxila　Evidence．王n：Basham，　A．

　　　L．　（ed）　PaPers　on　the　Date　of　Kanishha．　Leiden，　4　一34．

Bahler，　G．　（1894）　The　Bhattiproltt　lnscriptions，　Epigraphia　htdica　2　，　323－329．

Burgess，　J．（王970）Th¢Buddhist　StuPαs　Of．Amaravαti　and　fαggαevmψetα励the　K，tisiVltCl　District，　Mad．

　　　ras　Presidency，　Sttrve），ed　i7t　1882　（rep　ed）．　VaraRasi．

Errington，　E．　（1987）　Tahkal　：　The　Nineteenth－Century　Record　of　Two　Lost　Gandhara　Sites．　BSOAS

　　　50　（2），　301－324，

Gelder，　J．　M．　van　（tr）　（1963）　Maiiava　Sratetast－ttra　Belongifzg　to　the　Maitrdyaln一　Sanikitd　（1985　rep

　　　ed）　．　Varanasi．

1〈urita，　1．　（1988＞　Ga7idharan　Art　1　：　The　Bttddha　’s　Ltfe　Story．　Aftcient　Buddhist　Art　Series　1－II．　Tokyo．

Kuwayama，　Sh．　（1994）　The　Horizon　of　Begram　III　and　Beyond　：　A　Chronolegical　lnterpretation　of

　　　the　Evidence　for　Monuments　in　the　KapiSi－Kabul－Ghazni　Regien．　EW41　G一一4）　，　79－12e．

Le　Berre，　M　＆　D．　Schlumberger　（1964）　Observations　sur　les　remparts　de　Bactres．　Monu？nents　Pre－

　　　lslamiqt｛e　d’Afghanistan．　MDAFA　19，　61”m　lO5．

Mai・shall，」．（1914）Sha－ji－ki－1）heri．　Ann‘al　Repoγt（ゾthe　Director－Generα1（）f．ArclzaeolOgy，　Archaeolo・

　　　8ical　SurveツOf　indiαエ，エ9エ1・12．　Ca童cutta，11．

Marshall，　J．　（1918）　A　Gteide　to　Taxita．　Calcutta．

Marshall，　J．　（1936）　A　Gttide　to　Taxila　（3rd　ed）．　Delhi．

Dv｛arshall，　」．　（1951）　Taxiia　：　Ait　Mttstrated　Accoi｛nt　Arcitcteolog｛cal　Excavations　1一　R．　Cainbridge．

MarshaH，　J．，　A．　Foucher＆N．　G．　Majumdar（1940）Theハ40nu7nent〔ゾ∫誠。飯王一擁．Delhi．

安藤志朗（1985）ティルーム朝Sh諏Ru紬即下の中核amir瞭洋史研究s　43（4），4一’11．
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佐藤　長（1979）yチベット歴史地理研究s岩波書店．

曾　問著（野見山温訳）（1945）91支那西域経町史s上　東光書林．

田原　正（1978）六朝建築の設計規準　山本五郎（編）四脚科斜脚研究s平凡社，39－66．
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